
第２号様式の３

令和５年度第３回法務省総合評価委員会審議概要

開催日時及び場所 令和６年３月１５日（金）１５：００～１５：３０

法務省共用会議室３（大臣官房施設課旧入札室）

只 木 誠 （大学教授）※委員長

委 員 黒 澤 正 明 （公益社団法人監事）

遠 藤 和 義 （大学教授）

審 議 対 象 期 間 令和５年度第３回

令和５年８月１日から令和５年１１月３０日まで

【 工 事 】 （備考）

抽 出 対 象 案 件 総件数 １ 件

技術提案評価型

Ｓ型 ０ 件

施工能力評価型

類 Ⅰ型 ０ 件

施工能力評価型

Ⅱ 型 ０ 件

（一般タイプ）

型 施工能力評価型

Ⅱ 型 １ 件

（小規模タイプ）

【 業 務 】 （備考）

抽 出 対 象 案 件 総件数 ２ 件

類 標 準 型 ０ 件

型 簡 易 型 ２ 件

意見・質問 回 答

委員からの意見・ 別紙のとおり 別紙のとおり

質問、それに対す

る回答等

具申又は勧告 回 答

委員会による意見 なし なし

具申又は勧告の内

容



別 紙

意 見 ・ 質 問 回 答

１ 総合評価落札方式の実施状況について

意見・質問なし

２ 抽出案件の審議

令和５年度福井刑務所管理工場等改修

実施設計業務

[簡易型]

近年、総合評価は変革期にあるといわれ 御指摘を踏まえて検討したい。

ており、案件によっては技術や提案の重

みが下がっていると感じる。技術や提案

に価値があるという本来の総合評価の趣

旨に照らし合わせ、技術点の高い者が適

正に評価されるよう、それらの評価の配

点を高める検討をしてもいいのではない

か。


